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図 1　日本人の栄養所要量（昭和 44 年）昭和 50 年改訂日本人の栄養所要量と解説
昭和 54年改訂日本人の栄養所要量　第三次改訂日本人の栄養所要量
健康づくりのための食生活指針─対象特性別─　肥満とやせの判定表・図













1961年度 都市における女子大学生の栄養摂取量と生活時間調査（第 2報）  94 〇 〇 〇 〇
栄 養 学 雑 誌 ;  Vol. 21, No. 4 
（1963）
1968年度 都市における女子大学生の栄養摂取量と生活時間調査（第 3報） 221 × 〇 〇 〇 〇





査─10年間の推移─ 〇 〇 〇 〇 〇
大妻女子大学家政学部紀要 ; 
No. 12, p  65-72 （1976）
1975年度 女子大生の食物調査と生活時間調査 188 〇 〇 〇 〇 〇
栄養学雑誌 ;  Vol. 35, No. 6, p 
307-314 （1977）






〇 〇 〇 〇 〇 大妻女子大学部家政学部紀要 ; No. 19, p 93-100 （1983）
1983年度 青年女子の食物摂取と身体状況  56 〇 × 〇 × × 大妻女子大学家政学部紀要 ; No. 23, p 9-18 （1987）
1985年度 女子大生の栄養摂取と生活時間─間食とやせ志向について─ 312 × 〇 〇 × ×
大妻女子大学家政学部紀要 ; 
No. 23, p 1-8 （1987）
1986年度 女子大生の栄養摂取と生活時間─食行動と栄養摂取─ 353 〇 〇 〇 × 〇
大妻女子大学家政学部紀要 ; 
第 24号 （1988）
1987年度 女子大生の栄養摂取と生活時間─食品数と栄養摂取─ 370 〇 〇 〇 〇 〇
大妻女子大学家政学部紀要 ; 
No. 25, p 41-53 （1989）
1988年度 女子大生の栄養摂取と生活時間（その 1）・（その 2） 420 〇 〇 〇 × 〇
大妻女子大学家政学部紀要 ; 
No. 26, p 51-56, p 57-65 （1990）
1990年度 女子大生の栄養摂取と生活時間─便秘と生活状況・食行動─ 500 × × 〇 × 〇
大妻女子大学家政学部紀要 ; 
No. 28, p 63-71 （1992）
1991年度 女子大生の食意識と食行動 527 〇 〇 〇 × 〇 大妻女子大学家政学部紀要 ; No. 29, p 115-123 （1993）
1991年度 女子大生のエネルギー摂取量に影響を及ぼす生活行動に関する考察 340 〇 〇 〇 × 〇
大妻女子大学家政学部紀要 ; 
No. 29, p 135-141 （1993）
1991年度 疲労に関する検討 323 〇 〇 〇 × 〇 大妻女子大学家政学部紀要 ; No. 29, p 143-152 （1993）
1992年度 女子大生の栄養摂取と生活時間─生活時間と食行動の関連─ 500 〇 〇 〇 × 〇
大妻女子大学家政学部紀要 ; 









─経時的変化─ 124 〇 × 〇 〇 〇
大妻女子大学紀要─家政系─ ; 
No. 3, p 145-152 （1995）
1993年度 女子大生における身体活動と身体構成及び食品摂取量の関係 88 〇 〇 〇 〇 ×
大妻女子大学紀要─家政系─ ; 





391 × 〇 〇 × × 大妻女子大学紀要─家政系─ ; No. 32, p 1-8 （1996）
表 1　解析論文一覧













1994年度 女子大生の栄養摂取量と生活時間─エネルギー摂取と食品摂取─ 391 × 〇 〇 〇 ×
大妻女子大学紀要─家政系─ ; 


























401 〇 〇 〇 〇 × 大妻女子大学紀要─家政系─ ; No. 36, p 75-86 （2000）
1999年度 女子大生の生活時間と栄養摂取─ A校と B校の短大生の比較─  83 〇 × 〇 〇 〇
大妻女子大学紀要─家政系─ ; 
No. 36, p 51-64 （2000）
1999年度 女子大生の食に関する意識とその実態 561 × × × × ×
大妻女子大学紀要─家政系─ ; 





266 〇 〇 〇 〇 〇 大妻女子大学紀要─家政系─ ; No. 37, p 81-88 （2001）
2000年度 女子大生の栄養摂取と生活時間─食物摂取の意識について─ 228 〇 × × × ×
大妻女子大学紀要─家政系─ ; 
No. 38, p 53-60 （2002）
2001年度 女子大生の栄養摂取と生活時間─細身傾向者に関する─考察─ 345 〇 〇 〇 × ×
大妻女子大学紀要─家政系─ ; 
No. 39, p 123-129 （2003）
2001年度 女子大生における痩せ傾向者と肥満傾向者の栄養摂取と生活時間 345 〇 〇 〇 〇 〇
健康・体力・栄養 ; Vol. 10, 
















386 〇 × 〇 〇 〇 大妻女子大学家政系紀要 ;  No. 41, p 107-120 （2005）
2004年度 女子大生の身体活動に関する一考察 105 × × × × ×
大妻女子大学家政系紀要 ;  No. 










418 〇 〇 〇 × × 大妻女子大学家政系紀要 ;  No. 45, p 49-55 （2009）
表 1　つづき





















身長・体重（平均値）は 150.4 cm、48.4 kg、50年
後の 2010年度調査の身長・体重（平均値）は 158.7 




身長 cm 体重 kg 皮脂厚 mm 体脂肪率 %
その他


















1983 157.8 （ 5.2 ） 52.4 （ 8.1 ） 32.1 （ 8.8 ）
1985 158.2 （ 4.9 ） 51.4 （ 5.6 ）
1986 158.3 （ 4.8 ） 50.6 （ 4.8 ）
1987 158.3 51.2
1988 158.3 50.9
1991 158.8 （ 4.6 ） 51.5 （ 5.3 ）
1992 158.2 （ 5.5 ） 50.8 （ 4.9 ）
1993 158.3 （ 5.5 ） 50.8 （ 5.1 ） 30.3 （ 9.7 ） SBP 104±9 mmHg／ DBP 56±9 mmHg、 HR 78±12
回 /分
1998 158.8 （ 5.0 ） 51.7 （ 6.4 ） 24.5 （ 4.4 ） SBP 99±10 mmHg／ DBP 57±7 mmHg
1999 158.8 （ 5.4 ） 52.1 （ 7.2 ）
2000 158.3 52.3
2001 158.4 （ 5.2 ） 50.9 （ 7.3 ） 23.5 （ 5.5 ）
2002 158.6 （ 5.2 ） 51.6 （ 7.4 ） 24.5 （ 4.8 ）
2003 159.2 （ 5.4 ） 51.8 （ 7.3 ） 24.8 （ 4.9 ） SBP : 103±102 mmHg／ DBP : 59±7 mmHg
2004 158.8 （ 5.2 ） 52.1 （ 6.6 ）
2006 159.1 51.8
2009 159.2 （ 5.8 ） 51.8 （ 5.5 ）
2010 158.7 （ 5.8 ） 51.5 （ 6.0 ）
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表 3-1　栄養素等摂取量の推移　―秤量法による 3日間の食事記録調査（1961 年度～2010 年度）
1961年度 1968年度 1971年度 1972年度 1973年度 1974年度 1975年度 1976年度 1977年度
エネルギー kcal 2,019 2,069 1,924 1,890 1,903 1,839 1,834 1,750 1,858
たんぱく質 : 総量 g 77.1 71.7 67.0 65.5 65.8 62.4 64.5 61.0 66.7
たんぱく質 : 動物性 g 38.5 35.6 35.6
脂質 : 総量 g 45.2 63.5 63.0 64.1 67.0 70.3 65.8 60.3 64.7
脂質 : 動物性 g
脂肪エネルギー比率 % 20.1 27.6 29.5 30.5 31.7 34.4 32.3 31.0 31.3
炭水化物 g 248.0
カルシウム mg 435 517 483 504 509 498 507 455 532
鉄 mg 10.4 10.1 10.6 9.7 10.1 8.9 10.9
ビタミン A IU 1,703 1,590 1,588 1,793 1,695 1,493 1,693 1,463 1,908
ビタミン B1 mg 1.14 1.07 0.98 1.02 0.99 0.91 0.94 0.89 0.96
ビタミン B2 mg 1.16 1.01 0.99 0.96 1.01 0.95 0.97 0.94 1.02
ビタミン C mg 93 108 85 104 107 84 112 95 137
1978年度 1979年度 1980年度 1983年度 1985年度 1986年度 1987年度 1988年度 1990年度
エネルギー kcal 1,882 1,808 1,864 1,887 1,731 1,734 1,702 1,645 1,587
たんぱく質 : 総量 g 67.4 65.9 68.1 75.6 67.7 63.8 62.3 60.6 59.2
たんぱく質 : 動物性 g 36.5 34.2 33.6 31.4
脂質 : 総量 g 68.3 65.1 65.7 68.1 62.2 58.1 56.3 54.2 53.5
脂質 : 動物性 g
脂肪エネルギー比率 % 32.7 32.4 31.7 32.5 32.3 30.2 29.8 29.7 30.3
炭水化物 g 237.0 226.5 234.7 221.9 214.2
カルシウム mg 519 540 579 667 544 483 473 466
鉄 mg 10.1 10.2 9.7 10.3 9.2 8.5 8.0 8.0
ビタミン A IU 1768 1682 1721 3239 3119 2693 2665 1960
ビタミン B1 mg 0.95 0.98 1.00 1.16 1.05 1.03 0.97 0.93
ビタミン B2 mg 1.08 1.09 1.12 1.56 1.30 1.21 1.11 1.10
ビタミン C mg 108 82 95 125 99 106 92 88
1991年度 1992年度 1993年度 1994年度 1995年度 1996年度 1998年度 1999年度
エネルギー kcal 1,699 1,769 1,653 1,703 1,557 1,560 1,523 1,600
たんぱく質 : 総量 g 63.2 65.5 61.1 62.9 58.4 59.9 56.2 58.0
たんぱく質 : 動物性 g 34.0 35.0 32.5 33.0 29.5 31.2 28.6 29.2
脂質 : 総量 g 55.3 58.9 55.1 57.0 48.8 53.5 48.5 51.1
脂質 : 動物性 g 29.0 31.1 28.0 28.1 25.0 28.7 25.0 26.8
脂肪エネルギー比率 % 29.3 30.0 30.0 30.1 28.2 30.9 28.7 28.7
炭水化物 g 234.7 240.3 221.4 230.3 217.8 210.0 210.5 221.1
カルシウム mg 510 513 466 485 468 494 462 472
鉄 mg 8.4 9.0 7.7 8.6 8.8 8.2 8.3 9.5
ビタミン A IU 2,476 2,825 1,960 2,345 2,037 2,202 2,169 2,444
ビタミン B1 mg 1.01 1.07 0.97 0.99 0.89 0.96 0.87 0.91
ビタミン B2 mg 1.21 1.24 1.10 1.18 1.09 1.15 1.06 1.16
ビタミン C mg 95 89 79 97 86 84 87 88
食物繊維 g 7.8 7.6
食塩相当量 g 6.4





153.7 cm、1966年度から 5年間の平均値は 156.1 
cm、1973年度から 5年間の平均値は 157.0 cm、
1981年度から 5年間の平均値は 158.0 cmであり、
1966年度以降 7～8年に 1 cmのペースで増加して
いた。しかし、体重は身長のような直線的な増加は
なく、5年間の平均値が最も高かったのは 1965年
度からの 5年間で 52.1 kg、最も低かったのは 1975




















値から、BMIが標準域（19.8以上 24.2未満 : 日本












礎代謝量は、2001年度 1,150±365 kcal、2002年度 

















2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2006年度 2009年度 2010年度
エネルギー kcal 1,594 1,528 1,526 1,548 1,518 1,785 1,553
たんぱく質 : 総量 g 59.9 56.7 56.1 55.2 65.3 62.5
たんぱく質 : 動物性 g 29.4 29.3 28.5
脂質 : 総量 g 59.9 48.5 50.3 48.7 59.1 49.0
脂質 : 動物性 g 26.1 28.8 26.3
脂肪エネルギー比率 % 33.8 28.6 29.7 28.3 29.8 28.4
炭水化物 g 219.2 210.5 207.4 216.9 237.0 210.4
カルシウム mg 468 423 449 416 410 597 497
鉄 mg 7.4 7.1 10.2 6.3 6.2 10.9 9.1
ビタミン A（レチノール） μg 743 738 734 745 636 640 612
ビタミン B1 mg 0.89 0.87 0.78 0.77 0.80 0.92 0.95
ビタミン B2 mg 1.07 1.02 1.05 1.01 1.41 1.40 1.25
ビタミン C mg 96 82 81 78 72 135 108
食物繊維 g 12.0 10.8 10.8 10.2
食塩相当量 g 6.8 6.7 6.4 7.6 8.4
表 3-1　つづき



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































最大値は 1968-1972年度の 1,961 kcalであり、最小
値は 2002-2006年度の 1,530 kcalであった。同様に、
たんぱく質摂取量の最大値は 1980-1984年度の 71.9 
gであり、最小値は 2004-2008年度の 55.2 gであっ
た。脂質摂取量および脂肪エネルギー比率は、最大
値 : 1980-1984年度の 66.9 gおよび 1978-1982年度
の 32.3%、 最 小 値 : 2004-2008 年 度 の 48.7 g、
28.3%、炭水化物摂取量は、最大値 : 1968-1972年
度の 279.3 g、最小値 : 2002-2006年度の 211.6 gで
あった。
　ミネラルについては、5年ごとの平均値でカルシ
ウム摂取量の最大値は 1980-1984年度の 623 mg、
最小値は 2004-2008年度の 413 mgであり、鉄の摂
取量は、最大値 : 1968-1972年度の 10.3 mg、最小
























はん 2食とパンまたは麺を 1食」の学生が 5割、

































































































































































































































































































































































































































































































































































































年度 97%、 1985年度 93%であり、間食からのエネ
ルギー摂取量の割合は、1968年度 20.0% から 1993
年度 7.5%であった。1985年度調査では、1日の間
食回数は「1回」が 43%、「2回」が 41%、「3回以

































であり、1975年の全国値 156.1 cm、49.7 kgに対し
本調査では身長、体重ともにやや多く、2003年の
全国値 158.1 cm、51.9 kgに対しても本調査結果は
多かった。しかし、2006年の全国値が 158.2 cm、










範囲にある学生が 32.8%、体重 45～49 kgの学生が
32.9%5）、同年の椙山女学園家政学部学生の平均値
は身長 158.7 cm、体重 51.3 kg6）であった。1993年
の東京家政大学家政学部管理栄養士専攻の学生で
は、身長 158.0 cm、体重 51.5 kg7）、2006年の東京
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　In the dietitian and registered dietitian training course of our university, as part of nutrition education, they carried out 
dietary surveys and physical measurements of themselves, and they conducted practical training for assessment of the subjects 
from these results.　As a college student, their intakes of nutrients are affected by weight control and life changes due to liv-
ing alone.　Therefore, in this study, we investigated the changes in the dietary habits of adolescent girls for 50 years from 
1961 to 2010, using 38 papers that reported the results of dietary surveys, living time surveys and physical measurements for 
our female college students. 
　The collected items were the survey year, number of subjects, body position （height / weight / sebum thickness / body fat 
percentage）, energy and nutrient intake, food group intake, daily activity content and time, and energy consumption. 
　The average BMI of the subjects was 20 to 21, and they tended to be thin from the 1960s to 50 years later.　In the diet, the 
fat energy ratio exceeded 30% between 1972 and 1994.　The intake of meat was higher than the value of the national nutrition 
survey in the 1960s and 1980s, but decreased around 1995, and conversely, the intake of vegetables was low around 1980 and 
high around 1995.　In addition, many students living alone often missed meals, and most students ate snacks every day.　Fur-
thermore, it has been reported that students with desire to lose weight often have many unidentified complaints such as 
fatigue.
